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東京の子供と家庭をめぐる状況 

 

１ 東京の子供と子育て家庭をめぐる状況 

ここでは、少子化の進行や子供のいる家庭の世帯類型や就業状況、子育て家庭のニ

ーズなど、東京の子供と子育て家庭をめぐる状況を、全国の状況とも比較しながら俯

瞰します。まず、少子化の状況とその背景について見ていきます。 

（１）人口の変化と少子化の現状 

ア 人口の変化 

○ 新型コロナの影響により、2021 年の東京都の人口は 26 年ぶりに減少に転じま

した。 

○ 2022 年春以降、東京都の人口は、徐々に増加しつつあり、今後もしばらく増加

を続け、2030 年に 1,424 万人でピークを迎えて、その後、減少に転じると見込

まれます。 

○ また、東京都の年少人口（０～14 歳）は、すでに減少に転じており、今後も減少

すると見込まれます。 

図表１ 東京都の地域別人口の推移 

  
資料：「国勢調査」（総務省）等より作成 

注 ：2025 年以降の東京都の人口は東京都政策企画局による推計  
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図表２ 東京都の年齢階級別人口及び高齢化率の推移 

 
 

資料：「令和２年国勢調査に関する不詳補完結果」（総務省）より作成 

注 ：2025 年以降は東京都政策企画局による推計 

注 ：四捨五入や、実績値の総数には年齢不詳を含むことにより、内訳の合計が総数と一致しない場合がある 
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イ 出生数・合計特殊出生率・就学前児童数の変動 

○ 全国における年間の出生数は減少傾向が続き、令和３年の出生数は 81 万 1,622

人となっています。東京都における年間の出生数は、昭和 40 年代後半以降減少傾

向が続き、平成 17 年を底に微増傾向に転じていましたが、平成 28 年に再び減少

に転じ、令和３年の出生数は 9 万 5,404 人となっています。 

 

図表３ 出生数の推移（全国・東京都） 

 
資料：厚生労働省「令和３年人口動態統計（確定数）」 

東京都福祉保健局「人口動態統計年報（確定数）」（令和３年） 
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○ 全国の合計特殊出生率は、第２次ベビーブーム以降減少傾向が続き、平成 17 年

には 1.26 と過去最低の水準となりました。その後微増傾向が見られましたが、再

び減少に転じ、令和３年は 1.30 となっています。東京都の合計特殊出生率も、平

成 17 年の 1.00 を底に増加傾向にありましたが、平成 28 年の 1.24 をピークに

減少に転じ、令和３年は 1.08 と全国最低となっています。 

図表４ 合計特殊出生率の推移（全国・東京都） 

 
資料：厚生労働省「令和３年人口動態統計」 

注： 昭和 36～39 年、41～44 年の東京都分の合計特殊出生率については、発表されていない。 

 

○ このように、東京都の合計特殊出生率は全国より低いものの、都内の就学前児童

数は、他県からの流入等により増加傾向にありましたが、平成３０年をピークに減

少に転じ、令和４年１月１日現在、59 万 5,119 人となっています。 

図表５ 就学前児童数（０～５歳）の推移（東京都） 

 
資料：東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」（各年１月１日現在） 
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（２）少子化の要因と背景 

○ 少子化の直接の要因は、「未婚化・晩婚化」「初産年齢の上昇」「夫婦の出生力の低

下」等、複合的であると言われています。また、こうした現象が生じる背景として、

働く女性の増加、結婚や子供を持つことへの価値観の多様化、子育てに対する負担

感、不安定な就業状況などが言われています。 

 

ア 少子化の直接の要因 

（未婚化・晩婚化） 

○ 全国の年齢別の未婚率の推移をみると、男女ともに昭和 50 年以降上昇傾向にあ

りましたが、平成 17 年を頂点に減少し、男性の未婚率（令和２年）は 25～29 歳

が 72.9％、30～34 歳が 47.4％となっています。女性の未婚率（令和２年）は

25～29 歳が 62.4％、30～34 歳が 35.2％となっています。 

○ 東京都においても同様の傾向が見られ、男性の未婚率（令和２年）は 25～29 歳

が 77.3％、30～34 歳が 48.9％、女性の未婚率（令和２年）は 25～29 歳が

69.3％、30～34 歳が 40.1％となっています。昭和 50 年以降、東京都の未婚率

は全国に比べて 10 ポイント程度高くなっていましたが、平成 22 年の調査以降は

その差が小さくなっています。 

 

図表６ 未婚率の推移（全国・東京都） 

（男 性）     （女 性） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：総務省「国勢調査」  
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○ また、全国の平均初婚年齢をみると、令和３年の平均初婚年齢は夫 31.0 歳、妻

29.５歳と、昭和 50 年に比べると夫が 4.0 歳、妻が 4.8 歳上昇しています。東京

都の平均初婚年齢をみると、令和３年には夫 32.2 歳、妻 30.5 歳で、昭和 50 年

と比較すると、夫が 4.6 歳、妻が 5.0 歳上昇しており、全国・東京都ともに「晩婚

化」が進んでいるといえます。 

○ 日本では、子供は法律上の婚姻夫婦から生まれる場合が多いため、未婚者の増加

（未婚化）や平均初婚年齢の上昇（晩婚化）は出生数に影響を及ぼすことになりま

す。 

 

図表７ 平均初婚年齢の推移（全国・東京都） 

 
資料：厚生労働省「人口動態統計」 
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（初産年齢の上昇） 

○ 第一子出生時の母の平均年齢は、令和３年には全国で 30.9 歳、東京都で 32.4

歳と、都は、全国平均より 1.5 歳高くなっています。 

 

図表８ 第一子出生時の母の平均年齢の推移（全国・東京都） 

 
資料：厚生労働省「人口動態統計」 
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（夫婦の出生力の低下） 

○ 全国の子供の出生数の推移を結婚持続期間別にみると、結婚後５年以上経過した

夫婦で、平成 14 年以降減少が続いていましたが、令和３年の調査では、結婚後５

～９年、10～14 年の夫婦については増加しています。 

 

図表９ 結婚持続期間別にみた平均子供出生数の推移（全国） 

 
資料：国立社会保障・人口問題研究所 

「出生動向基本調査 結婚と出産に関する全国調査（夫婦調査）」  
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イ 少子化の要因の背景 

（働く女性の増加） 

○ 全国の働く女性は増加傾向にあり、令和３年度には 2,717 万人となっています。

雇用者総数における女性の割合も、昭和 50 年以降上昇しており、令和３年度には

45.5%となっています。 

○ 都内の有業者数をみると、男性は平成４年をピークに減少し、平成 19 年以降再

び増加しているのに対し、女性は一貫して増加しています。 

図表 10 雇用者数の推移（全国） 

 
資料：総務省「労働力調査」 

注 ：平成 23年度の公表データは、岩手県、宮城県及び福島県を除いた値となっているため、上記の表に

は掲載していない。 

図表 11 15 歳以上人口有業者数及び有業率の推移（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都総務局「都民の就業構造」（平成 29年） 
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（価値観の多様化） 

○ 未婚者（18 歳以上 34 歳未満）の結婚の意思に関する全国調査をみると、「いず

れ結婚するつもり」の割合は、男女ともに、減少傾向にあります。 

 

図表 12 未婚者の生涯の結婚意思（全国） 

（男 性） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（女 性） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査 結婚と出産に関する全国調査 

（独身者調査）」 （令和３年）  
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○ また、「結婚したら子供を持つべき」という考え方について、未婚者（18 歳以上

34 歳未満）に対する平成 27 年と令和 3 年の全国調査を比較すると、子供を持つ

べきとする考え方に賛成とする回答は、男性では 75.4%から 55.0％に、女性では

67.4％から 36.6％に大きく低下しています。 

図表 13 「結婚したら子供を持つべき」という考え方について 

 

 
 

資料：国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査 結婚と出産に関する全国調査 

（独身者調査）」  
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（不安定な就業状況） 

○ 若者が結婚の障害と感じる事柄について「結婚資金」を挙げる回答の割合が高く、

結婚に伴う経済的負担を懸念している様子がうかがえます。 

○ 全国調査で、性別・就業形態別（正規・非正規）に結婚意欲ありの者の割合をみ

ると、男性では「非正規」の方が「正規」に比べて割合が低くなっています。 

 

図表 14 １年以内に結婚する場合に障害となるもの（平成 27年）（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国立社会保障・人口問題研究所「第 15回出生動向基本調査 結婚と出産に関する全国調査 

（独身者調査）」 

注 ：18～34 歳未婚者のうち何％の人が各項目を結婚の主要な障害（２つまで選択）と考えているかを示す。 

 

図表 15 性／正規・非正規別にみた独身者の結婚意欲ありの者の割合 

  
資料：国立社会保障・人口問題研究所「結婚と出産に関する全国調査（独身者調査）」 

注 ：18～34 歳未婚者のうち就業形態が「正規」、「非正規（パート・アルバイト派遣・嘱託・契約社員）」の者 
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○ 若年層におけるパート・アルバイトなどの非正規雇用者の割合を見ると、平成 25

年の約３割から平成 30 年には２割台半ばに減少したものの、平成５年に比べて大

きな割合を占めています。 

 

図表 16 年齢別の非正規雇用者比率の推移（全国） 

 
 

資料：厚生労働省「「非正規雇用」の現状と課題」 

出所：総務省「労働力調査」 

注 ：平成５年及び平成 10年における 15～24 歳（うち在学中を除く。）については、当時の公表値（非農林

業）の「うち在学中」の者を除いている。 

注 ：平成 20年の数値は、平成 22年国勢調査の確定人口に基づく推計人口（新基準）に切替え集計した値 

注 ：雇用形態の区分は、勤め先での「呼称」によるもの 

注 ：非正規労働者：勤め先での呼称が「パート」「アルバイト」「労働者派遣事業所の派遣社員」「契約社員」

「嘱託」「その他」である者 

注 ：割合は、各年齢層における正規雇用労働者と非正規雇用労働者の合計に占める非正規雇用労働者の割合。 
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○ 正社員・正職員とそれ以外の労働者の賃金の傾向を比較すると、60 歳未満まで

では、男性の正社員・正職員は、年齢階級が高くなるに連れて賃金の上昇がみられ

ますが、それ以外は、年齢階級が高くなっても賃金の上昇があまり見られません。 

 

図表 17 雇用形態、性、年齢階級別賃金（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（令和３年） 

注 ：賃金とは、平成 28年６月分の平均所定内給与額。所定内給与額とは、労働契約等であらかじめ定められ

ている支給条件、算定方法により６月分として支給された現金給与額（きまって支給する現金給与額）のう

ち、超過労働給与額（（１）時間外手当、（２）深夜勤務手当、（３）休日出勤手当、（４）宿日直手当、

（５）交替手当として支給される給与をいう。）を差し引いた額で、所得税等を控除する前の額をいう。 
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（３）子供のいる世帯の形態 

○ ６歳未満の親族のいる世帯の家族類型を見ると、令和２年の東京都の核家族世帯

の割合は、97.3％となっており、全国の割合（92.0％）より高い状況です。 

 

図表 18 ６歳未満の親族のいる世帯の家族類型（全国・東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：総務省「国勢調査」（令和２年） 

 

（４）子供のいる世帯の就労状況 

ア 共働き世帯の増加 

○ 最年少の子供が就学前（６歳未満）の家庭における共働き率は、年々増加傾向に

あり、令和２年では、全国で 61.9％、東京都では、63.1％となっています。これ

まで、東京都の共働き率は、全国値より低い状況が続いてきましたが、令和２年は

全国値より高くなっています。 

 

図表 19 最年少の子供が就学前の家庭における共働き率（全国・東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：総務省「国勢調査」（令和２年） 
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イ 結婚・出産・子育てと女性の就業 

○ 近年、女性の有業率は増加傾向にあります。また、結婚・出産期に当たる年代で

有業率は一旦低下し、子育てが落ち着いた時期に再び上昇する M 字カーブは緩やか

になっています。 

図表 20 年齢別 女性有業率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都総務局「都民の就業構造」 
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○ 「以前は働いていた」と回答した母親に、仕事を辞めた理由を聞いたところ、「育

児に専念したかったため」の割合が 29.4％と最も高く、次いで「結婚のため」が

24.6％となっていますが、ともに前回より減少しています。 

○ また、父親が仕事を辞めた理由では、「育児に専念したかったため」の割合が 7.7％、

「労働条件（労働時間、賃金等）が合わなかったから」の割合が 15.4％と、前回よ

り大きく増加しています。 

  

図表 21 仕事を辞めた理由（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 
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ウ 今後の就労希望 

○ 就学前の児童がいる世帯における、現在就労していない母親の今後の就労希望を

みると、「いずれ働きたい」の割合が増加するとともに「今後も働くつもりはない」

の割合が減少しており、就労希望が増加していることがうかがえます。 

図表 22 今後の就労希望（現在働いていない母親）（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 

 

○ 今後の就労希望について、「今すぐにでも働きたい」又は「いずれ働きたい」と回

答した母親（1,050 人）に、どのような条件が満たされれば働くことができると思

うか尋ねたところ、「短い時間でも働ける職場があれば」が 61.7％と最も高く、次

いで「希望する労働条件であれば」が 46.8％、「家に近い職場があれば」が 39.0％

となっています。 

図表 23 就労するための条件（３つ以内の複数回答）（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 
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（５）子育て家庭の状況 

○ 子育てをしていて、日頃負担に感じることについては、「よくある」と「ときどき

ある」とを合わせると、「子育てでイライラすることがある」、「子供の教育について

心配になる」、「一人になりたいときがある」、「子供が将来うまく育ってくれるかど

うか心配になる」などが他の項目に比べて高くなっています。 

父母別にみると、「子供がいじめられたりしないか心配になる」、「子供がいなけれ

ばよかったと思う」、「子供の発育について心配になる」を除いて母親の方が父親よ

り「よくある」の割合が高くなっています。 

 

図表 24 「子育てをしていて日頃感じること（負担に感じること）」（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 

注 ：「配偶者が子育てに協力してくれないと思う」については、両親世帯のみ集計対象としている 

（総数 父＝2,976 人、母＝3,217 人）。 
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○ 「子育てをしやすくするために必要なもの」について尋ねたところ、平成 29 年

度調査では「児童手当など経済的な手当の充実」（39.6％）、「子育てに理解のある

職場環境の整備」（39.0％）の順に割合が高く、経済的な問題に対する負担感軽減

と子育てと仕事の両立のための環境整備が求められています。 

 

図表 25 子育てをしやすくするために必要なもの（東京都、複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 

注 ：24 年度調査では、※は選択肢に入っていなかったため、データが存在しない。 
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○ 都内で、在宅で乳幼児の子育てをしている母親が希望する「あればよい在宅支援

サービス」については、緊急時の一時預かりの割合が最も高く半数を超えています。

東京都は核家族が多く、緊急時に頼れる人が身近にいないことなどから、子育てに

不安や負担感を抱えていることがうかがえます。 

○ 一方、保育所や認定こども園などに日中子供を預けている保護者が不満に思うこ

とについては、「子供が病気のときに利用できない」という回答が最も多くなってい

ます。 

 

図表 26 在宅の母親の希望する「あれば良い在宅支援サービス」（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 

図表 27 子供を預けていて不満に思うこと（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 

 

55.8%

14.6%
9.6%

0.9% 0.2%
9.8%

2.9%
6.1%

52.0%

14.5%
9.0%

1.7% 0.4%

13.6%

1.4%
7.4%

0%

10%

20%

30%
40%

50%

60%

緊
急
時
に
預
か
っ
て
く
れ

る

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と

し
て

預
か
っ
て
く
れ
る

夜
間
早
朝
休
日
な
ど
に

預
か
っ
て
く
れ
る

自
己
啓
発
の
理
由
で

預
か
っ
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
に

預
か
っ
て
く
れ
る

特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

29年度（815世帯） 24年度（1,103世帯）

36.3%

19.7%
13.7%

9.9%
8.1% 6.5%

3.4% 2.5%
2.4%

1.0% 0.8%

35.6%

6.9%
2.0%

33.2%

20.8%

13.1% 10.6%
5.9% 6.7%

2.7%
3.0% 1.6%

1.1%
1.3%

39.0%

3.6%
4.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

子
供
が
病
気
の
と
き
に

利
用
で
き
な
い

費
用
が
高
い

夜
間
や
休
日
に
利
用
で
き
な
い

希
望
す
る
時
間
ま
で

子
供
を
預
か
っ
て
く
れ
な
い

通
う
の
に
不
便
で
あ
る

対
応
が
柔
軟
で
は
な
い
、

融
通
が
き
か
な
い

給
食
の
内
容
が
良
く
な
い

保
育
者
と
養
育
者
と
の
交
流
が
少

な
い

教
育
・
保
育
の
内
容
が
良
く
な
い

教
育
方
針
が
養
育
者
と
異
な
る

丁
寧
に
子
度
を
見
て
く
れ
な
い

特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

29年度（1,905人） 24年度（1,974人）

48



 

○ 全国の中学２年生の子供がいる家庭における、新型コロナウイルス感染症の影響

による収入の変化については、収入が減ったと答える家庭は３割以上、所得の中央

値の半分を下回る家庭（貧困家庭）においては、５割近くとなっています。 

 

図表 28 新型コロナウイルス感染症の影響による収入の変化（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：内閣府 子供の生活状況調査（令和 3 年） 

保護者への質問：あなたのご家庭の現在（令和 3 年 2 月調査時点）の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡

大により学校が休校する前（2020 年２月以前）から比べて、どのように変わりましたか。
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増えた 減った 変わらない 不明・無回答
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○ 生活に必要な支出の変化については、増えたと答える家庭が４割以上、貧困家庭では６

割超となっています。また、ひとり親世帯を全体と比較すると、６割近くのひとり親世帯

で、支出が増えたと回答しています。 

 

図表 29 新型コロナウイルス感染症の影響による生活に必要な支出の変化（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府 子供の生活状況調査（令和 3 年） 

保護者への質問：あなたのご家庭の現在（令和 3 年 2 月調査時点）の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡

大により学校が休校する前（2020 年２月以前）から比べて、どのように変わりましたか。 
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（６）子育てと仕事の両立（ライフ・ワーク・バランスの状況） 

ア 夫婦の家事・育児分担 

○ ６歳未満の子供のいる家庭における１日の家事・育児時間（週全体平均）につい

て夫婦で比較すると、妻の家事・育児時間の平均は、全国で 410 分、東京都で 443

分に上ります。それに対し、夫の家事・育児時間の平均は、全国で 94 分、東京都

で 95 分です。 

○ 東京都内における夫婦の家事・育児分担の割合については、妻：夫が５：５（夫

の回答）、６：４（妻の回答）を理想とする割合が高いのに対して、現実は妻：夫が

８：２、9：1 の割合が高くなっています。 

図表 30 １日の夫婦の家事・育児時間（６歳未満の子供のいる家庭）（週全体平均） 

 
資料：総務省統計局「令和３年社会生活基本調査」 

 

図表 31 夫婦の家事・育児分担の割合（理想と現実） 

（夫）（自分：配偶者）   （妻）（自分：配偶者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「平成 29年度東京都福祉保健基礎調査」  

29 30

177 15965 65

233 284

94 95

410
443

 0

 100

 200

 300

 400

 500

夫（全国） 夫（東京都） 妻（全国） 妻（東京都）

育児
家事

（分）

4.2%

0.4%

1.1%

1.6%

1.9%

1.2%

7.6%

5.5%

17.4%

30.3%

24.1%

4.5%

4.1%

0.3%

0.9%

1.5%

2.0%

2.2%

31.4%

20.5%

22.0%

10.4%

3.1%

1.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

無回答

10：0

9：1

8：2

7：3

6：4

5：5

4：6

3：7

2：8

1：9

0：10

理想 現実

2.9%

5.7%

28.5%

30.4%

17.5%

6.8%

5.9%

0.5%

0.6%

1.0%

0.2%

0.0%

3.1%

0.5%

2.4%

9.9%

28.6%

29.2%

23.8%

0.8%

0.6%

1.0%

0.2%

0.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

無回答

10：0

9：1

8：2

7：3

6：4

5：5

4：6

3：7

2：8

1：9

0：10

理想 現実

51



 

○ 就学前の子供を持ち、就業している親の帰宅時間をみると、22 時以降に帰宅す

る父親の割合は、平成 24 年度に比べて増加し、平成 29 年は２割を超えています。 

  また、18 時より前に帰宅する母親の割合は５割弱で、平成 24 年より若干です

が、帰宅時間の遅い母親の割合が高くなっています。 

図表 32 帰宅時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「平成 29年度東京都福祉保健基礎調査」 

 

 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響による家事・育児時間の変化については、男性・

女性ともに増加したとする割合が増えています。 

図表 33 新型コロナウイルス感染症の影響下における家事・育児時間の変化（全国） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

資料：内閣府 新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査 

（令和 4年） 

質問：感染症の影響下において、家事・育児に関する夫妻間の役割分担に変化がありましたか 
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イ 育児休業の取得状況等 

○ 育児・介護休業法には、１歳に満たない子を養育する労働者は、その事業主に申

し出ることにより、育児休業をすることができると定められています。また、平成

29 年 10 月から、保育所に入れない場合などは、２歳まで育児休業取得を可能と

する法改正がされました。 

○ 東京都では、ほとんどの企業が育児休業規定を設けており、取得可能期間は育児・

介護休業法に則った「原則は１歳だが一定の場合は２歳」の企業が約４割を占めて

います。しかしながら、女性の育児休業取得率が、令和３年度には 96.0％であるの

に対して、男性の取得率は 23.8％と、以前より上昇してはいるものの、依然として

低い状況です。 

図表 34 育児休業の取得可能期間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都産業労働局「東京都男女雇用平等参画状況調査」（令和３年） 

図表 35 育児休業取得率（東京都） 

（女 性）     （男 性） 

 
資料：東京都産業労働局「東京都男女雇用平等参画状況調査」（令和３年） 注 ：平成 24年度はデータなし 
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○ 育児休業取得者及び申し出た従業員がいる事業所に対し、育児休業取得期間はど

のくらいか尋ねたところ、男性では「1 か月～3 か月未満」（35.7％）が最も多く、

次いで「5 日～2 週間未満」（15.0％）となっています。女性では「６か月～１年

未満」（31.7％）が最も多く、次いで「１年」（28.3％）、「1 年を超え 1 年 6 か月

未満」（22.9％）となっています。 

図表 36 育児休業の取得期間（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都産業労働局「東京都男女雇用平等参画状況調査」（令和３年） 

 

○ 育児休業を取得しなかった理由については、男性は「取る必要がなかったから」、

女性は「その当時、就労していなかったから」の割合が高くなっていますが、「勤務

先で制度が整っていない（いなかった）から」、「職場全体として、取りづらい雰囲

気だから」、「自分が休むと家計が苦しくなるから」といった理由で取得できなかっ

た人もいます。 

図表 37 育児休業を取得しなかった理由（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 
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その他 無回答
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○ 育児・介護休業法には、小学校就学前の子を養育する労働者が、子供の看護（病

気・けが）のために、申請により、子１人の場合１年に５日まで、２人以上の場合

１年に 10 日まで休暇を取得することができる看護休暇制度が定められています。 

○ しかしながら、看護休暇制度の認知度をみると「知らない」（50.7%）が「知って

いた」（48.9%）をやや上回っています。 

図表 38 看護休暇制度の認知度（n=1,208）（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都産業労働局「東京都男女雇用平等参画状況調査」（令和３年） 

  

48.9% 50.7% 0.4%
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知っていた 知らない 無回答
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（７）子供の安全・安心 

○ 子育て中の父母に、子育てをする上で整備してほしいものを尋ねたところ、「子供

が安全に遊ぶことができる公園」、「子供が泣いても周囲の目を気にすることなく利

用できる電車車両」、「駅や劇場などの民間施設の授乳コ－ナーやベビールーム」、「段

差のない歩道や駅などのバリアフリー」などが上位を占めています。 

 

図表 39 子育てをしていく上で整備してほしいもの（東京都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 
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○ 令和３年度に都が実施した調査では、調査対象の小学生の約６割がスマートフォ

ンを利用しています。１日のインターネット利用時間をみると、小学生では、「１時

間程度」、「ほとんど使わない」の割合が高く、中学生では「２時間程度」の割合が

高くなっています。また、高校生では「３時間程度」の割合が高くなっています。 

○ 通信系機器や、インターネットの利用が普及する一方、「メールや SNS に書き込

んだ文章が原因で友達とけんかになった」、「無料通信アプリなどのグループで仲間

外れにされたり、勝手に退会させられたりした」などのトラブルも報告されていま

す。 

図表 40 通信系機器の利用状況（東京都） 

 

学校種 （Ｎ） 

通信系機器の利用状況割合（％） 

①
携
帯
電
話 

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末 

④
パ
ソ
コ
ン 

⑤
ゲ
ー
ム 

⑥
携
帯
型
音
楽 

プ
レ
ー
ヤ
ー 

無
回
答 

全体 11,848 15.6 73.7 64.6 51.1 72.6 11.0 0.9 

小学校 7,409 20.9 63.4 73.7 53.1 77.3 10.7 1.1 

中学校 2,509 7.0 89.8 56.6 54.6 69.5 13.2 0.4 

高等学校 1,400 4.6 98.2 34.4 40.2 58.1 9.6 0.3 

特別支援学校 530 10.4 77.0 54.2 35.7 60.2 9.8 1.5 

 
資料：東京都教育庁 令和３年度「児童・生徒のインターネット利用状況調査」 

 

図表 41 １日のインターネット利用時間（東京都） 

 

学校種 （Ｎ） 

一日のインターネット利用時間割合（％） 

①
１
時
間
程
度 

②
２
時
間
程
度 

③
３
時
間
程
度 

④
４
時
間
程
度 

⑤
５
時
間
程
度 

⑥
６
時
間
程
度 

⑦
６
時
間
を
超
え
る 

⑧
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い 

無
回
答 

全体 11,215 21.5 21.5 16.5 10.0 6 4.4 9.4 8.8 2.1 

小学校 6,868 28.8 22.4 13.9 7.2 4.3 2.9 5.4 12.9 2.2 

中学校 2,483 11.4 25.7 25.3 14.6 6.9 4.3 7.7 2.7 1.4 

高等学校 1,377 3.1 8.0 15.0 17.0 12.7 11.4 30.9 0.6 1.4 

特別支援学校 487 21.4 20.1 13.8 6.6 6 5.50 14.6 5.7 6.4 
 

資料：東京都教育庁 令和３年度「児童・生徒のインターネット利用状況調査」   
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図表 42 トラブルや嫌な思い／お子さんから受けた相談（東京都） 

学校種 年度 （Ｎ） 

トラブルや嫌な思い／お子さんから受けた相談割合（％） 

①メールやＳ
ＮＳに書き
込んだ文章
が原因で友
達とけんかに
なった 

②グループ内
や、誰もが
見られるとこ
ろで、自分
の悪口や個
人情報を書
かれた 

③無料通話ア
プリなどのグ
ループで仲
間外れにさ
れたり、勝手
に退会させ
られたりした 

④その他 無回答 

全体 
児童・生徒 854 19.9 16.0 20.8 44.0 11.9 

保護者 277 28.2 19.1 9.7 43.3 11.6 

小学校 
児童・生徒 611 15.7 13.6 22.6 45.5 13.7 

保護者 133 19.5 12.8 9.0 51.9 15.0 

中学校 
生徒 139 26.6 23.0 18.0 44.6 5.0 

保護者 98 34.7 28.6 10.2 33.7 8.2 

高等学校 
生徒 65 33.8 23.1 16.9 35.4 7.7 

保護者 24 25.0 16.7 8.3 50.0 8.3 

特別支援学校 
児童・生徒 39 38.5 17.9 10.3 33.3 15.4 

保護者 22 54.5 18.2 13.6 27.3 9.1 

 
資料：東京都教育庁 令和３年度「児童・生徒のインターネット利用状況調査」 
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○ 全国における少年（20 歳未満）が被害者となる刑法犯の認知件数は、平成 22 年

が 26 万 759 件、令和３年が６万 103 件と 11 年間で約 77％減少しています。

しかしながら、未就学児については、微増傾向にあり、被害件数全体に占める割合

は増加しています。 

 

図表 43 少年が主たる被害者となる刑法犯の認知件数の推移（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料：警察庁生活安全局少年課 

「令和３年における少年非行、児童虐待、及び子供の性被害の状況」 

注 ：総数は、20歳未満の件数 

  

260,759 

151,644 
131,148 

116,563
102,524 93,795

64,679 60,103

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

平成22 27 28 29 30 令和元 2 3年

未就学 小学生 中学生 高校生 大学生 その他の学生 有職少年 無職少年 総数

（件）

平成
22年

27年 28年 29年 30年
令和
元年

2年 3年

総数 260,759 151,644 131,148 116,563 102,524 93,795 64,679 60,103

　うち未就学 472 551 613 620 643 762 839 728

　うち小学生 24,060 15,319 13,042 11,811 9,680 8,692 6,520 6,394
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（８）子供の貧困 

○ 「相対的貧困率」は、国民一人当たりの可処分所得を高い順に並べ、その中央値

の半分に満たない人の割合を言います。平成 30 年の相対的貧困率は 15.4％で、

うち 17 歳以下の子供の貧困率は 13.5％となっています。 

○ また、18 歳未満の子供がいる現役世帯（世帯主が 18 歳以上 65 歳未満）の相

対的貧困率をみると、平成 30 年は 12.6％となっています。そのうち、大人が２人

以上いる世帯は 10.7%であるのに対し、大人が１人の世帯では 48.1％と約半数を

占め、ひとり親世帯の相対的貧困率が高いことがうかがえます。 

○ 諸外国との比較では、相対的貧困率は OECD 加盟国中６番目に高いほか、ひとり

親世帯の相対的貧困率については、データが公表されている加盟国の中で、最も高

くなっています。 

 

図表 44 （参考）相対的貧困率の年次推移（全国） 

 単位：％  
平成６年 

（1994年） 

平成９年 

（1997年） 

平成12年 

（2000年） 

平成15年 

（2003年） 

平成18年 

（2006年） 

平成21年 

（2009年） 

平成24年 

（2012年） 

平成27年 

（2015年） 

平成30年 

（2018年） 

子供がいる現役世帯 11.3 12.2 13 12.5 12.2 14.6 15.1 12.9 12.6 
 

大人が１人 53.5 63.1 58.2 58.7 54.3 50.8 54.6 50.8 48.1 

大人が２人以上 10.2 10.8 11.5 10.5 10.2 12.7 12.4 10.7 10.7 

相対的貧困率 13.8 14.6 15.3 14.9 15.7 16 16.1 15.7 15.4 

子どもの貧困率 12.2 13.4 14.4 13.7 14.2 15.7 16.3 13.9 13.5 

 

資料：厚生労働省「平成 30年 国民生活基礎調査」 

注 ：相対的貧困率とは、OECD の作成基準に基づき、等価可処分所得（世帯の可処分所得を世帯人員の平方根

で割って調整した所得）の中央値の半分に満たない世帯員の割合を算出したものを用いて算出 

注 ：平成６年の数値は兵庫県を除いたもの 

注 ：平成 27年の数値は熊本県を除いたもの 

注 ：大人とは 18歳以上の者、子どもとは 17歳以下の者、現役世帯とは世帯主が 18歳以上 65歳未満の世帯を

いう。 

注 ：等価可処分所得金額が不詳の世帯員は除く。 
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図表 45 （参考）貧困率の国際比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：内閣府「平成 26年版子ども・若者白書（全体版）」出所：OECD（2014）Family database 

“Child poverty” 

注 ：ハンガリー、アイルランド、日本、ニュージーランド、スイス、トルコの数値は 2009 年、 

チリの数値は 2011 年。 

  

順位 国名 割合 順位 国名 割合 順位 国名 割合 順位 国名 割合 順位 国名 割合
1 チェコ 5.8 1 デンマーク 3.7 1 デンマーク 3.0 1 デンマーク 9.3 1 ドイツ 2.6
2 デンマーク 6.0 2 フィンランド 3.9 2 フィンランド 3.7 2 フィンランド 11.4 2 デンマーク 2.6
3 アイスランド 6.4 3 ノルウェー 5.1 3 ノルウェー 4.4 3 ノルウェー 14.7 3 ノルウェー 2.8
4 ハンガリー 6.8 4 アイスランド 7.1 4 アイスランド 6.3 4 スロヴァキア 15.9 4 フィンランド 3.0
5 ルクセンブルク 7.2 5 オーストリア 8.2 5 オーストリア 6.7 5 英国 16.9 5 アイスランド 3.4
6 フィンランド 7.3 6 スウェーデン 8.2 6 スウェーデン 6.9 6 スウェーデン 18.6 6 スウェーデン 4.3
7 ノルウェー 7.5 7 チェコ 9.0 7 ドイツ 7.1 7 アイルランド 19.5 7 オーストリア 5.4
8 オランダ 7.5 8 ドイツ 9.1 8 チェコ 7.6 8 フランス 25.3 8 オランダ 5.4
9 スロヴァキア 7.8 9 スロベニア 9.4 9 オランダ 7.9 9 ポーランド 25.3 9 フランス 5.6
10 フランス 7.9 10 ハンガリー 9.4 10 スロベニア 8.2 10 オーストリア 25.7 10 チェコ 6.0
11 オーストリア 8.1 11 韓国 9.4 11 フランス 8.7 11 アイスランド 27.1 11 スロベニア 6.7
12 ドイツ 8.8 12 英国 9.8 12 スイス 8.7 12 ギリシャ 27.3 12 スイス 7.2
13 アイルランド 9.0 13 スイス 9.8 13 ハンガリー 9.0 13 ニュージーランド 28.8 13 ハンガリー 7.5
14 スウェーデン 9.1 14 オランダ 9.9 14 英国 9.2 14 ポルトガル 30.9 14 ベルギー 7.5
15 スロベニア 9.2 15 アイルランド 10.2 15 アイルランド 9.7 15 メキシコ 31.3 15 ニュージーランド 7.9
16 スイス 9.5 16 フランス 11.0 16 ルクセンブルク 9.9 16 オランダ 31.3 16 ルクセンブルク 7.9
17 ベルギー 9.7 17 ルクセンブルク 11.4 17 ニュージーランド 10.4 17 スイス 31.6 17 英国 7.9
18 英国 9.9 18 スロヴァキア 12.1 18 ベルギー 10.5 18 エストニア 31.9 18 アイルランド 8.3
19 ニュージーランド 10.3 19 エストニア 12.4 19 スロヴァキア 10.9 19 ハンガリー 32.7 19 オーストラリア 8.6
20 ポーランド 11.0 20 ベルギー 12.8 20 エストニア 11.4 20 チェコ 33.2 20 カナダ 9.3
21 ポルトガル 11.4 21 ニュージーランド 13.3 21 カナダ 11.9 21 スロベニア 33.4 21 エストニア 9.7
22 エストニア 11.7 22 ポーランド 13.6 22 ポーランド 12.1 22 ドイツ 34.0 22 スロヴァキア 10.7
23 カナダ 11.9 23 カナダ 14.0 23 オストラリア 12.5 23 ベルギー 34.3 23 ポーランド 11.8

24 イタリア 13.0 24 オーストラリア 15.1 24 ポルトガル 14.2 24 イタリア 35.2 24 日本 12.7

25 ギリシャ 14.3 25 日本 15.7 25 日本 14.6 25 トルコ 38.2 25 ポルトガル 13.1

26 オーストラリア 14.5 26 ポルトガル 16.2 26 ギリシャ 15.8 26 スペイン 38.8 26 アメリカ 15.2
27 韓国 14.9 27 ギリシャ 17.7 27 イタリア 16.6 27 カナダ 39.8 27 ギリシャ 15.2
28 スペイン 15.4 28 イタリア 17.8 28 アメリカ 18.6 28 ルクセンブルク 44.2 28 イタリア 15.4

29 日本 16.0 29 スペイン 20.5 29 スペイン 18.9 29 オーストラリア 44.9 29 チリ 17.9

30 アメリカ 17.4 30 アメリカ 21.2 30 チリ 20.5 30 アメリカ 45.0 30 スペイン 18.2
31 チリ 18.0 31 チリ 23.9 31 メキシコ 21.5 31 イスラエル 47.7 31 メキシコ 21.0
32 トルコ 19.3 32 メキシコ 24.5 32 トルコ 22.9 32 チリ 49.0 32 トルコ 22.6

33 メキシコ 20.4 33 トルコ 27.5 33 イスラエル 24.3 33 日本 50.8 33 イスラエル 13.3

34 イスラエル 20.9 34 イスラエル 28.5 - 韓国 - - 韓国 - - 韓国 -
11.3 13.3 11.6 31.0 9.9OECD平均 OECD平均 OECD平均 OECD平均 OECD平均

相対的貧困率 子どもの貧困率
合計 大人が一人 大人が二人以上

子どもがいる世帯の相対的貧困率
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２ 東京都における子供・子育て支援の状況 

これまでみてきた状況に対応するため、都は、様々な施策を展開してきました。 

ここでは、現在、都が取り組んでいる子供・子育て施策の実施状況について概観し

ます。 

（１）幼稚園・保育サービスの利用状況 

○ 過去約 30 年間の教育・保育施設等の利用状況の推移を見ると、幼稚園の利用児

童数が緩やかに減少が続き、保育施設等の利用児童数は増加が続いていましたが、

令和４年は減少しました。 

 

図表 46 幼稚園・保育施設等の利用状況の推移 

 
 

資料：東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」（各年１月１日現在）、 

東京都総務局「学校基本調査報告」、東京都福祉保健局 

注 ：幼稚園は各年５月１日現在、認可保育所、認証保育所、認定こども園及びその他保育は各年４月１日現

在、就学前児童数は各年１月１日現在 

注 ：認定こども園の利用児童数は、幼保連携型及び幼稚園型を利用する保育を必要とする子の合計 
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○ 都における教育・保育施設等の年齢別利用状況を見ると、３歳で幼稚園の利用割

合が 38.1%、４歳以上では 43.8%となります。 

 

図表 47 教育・保育施設等の年齢別利用状況（令和３年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」（令和３年１月１日現在）、 

東京都総務局「学校基本調査報告」、東京都福祉保健局 
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（２）幼稚園の状況 

ア 在園児数 

○ 東京都の幼稚園の状況について見ると、在園児数は、減少傾向が続いています。

全国の在園児数も、減少傾向が続いています。 

 

図表 48 幼稚園児数（全国・東京都） 

 
 

資料：文部科学省「学校基本調査」、東京都総務局「学校調査基本報告」 
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イ 就園率 

○ 東京都の３～５歳児童の幼稚園就園率は 38.3％であり、いずれの年齢において

も全国の就園率より高くなっています。 

 

図表 49 年齢別幼稚園就園状況（令和４年） 

 
資料：総務省「人口推計」、文部科学省「学校基本調査」、東京都総務局「学校基本調査報告」、 

東京都教育庁「教育人口等推計報告書」 

注 ：全国は、令和３年 10月現在の年齢別人口（総務省「人口推計」）と令和４年５月１日現在の園児数 

（文部科学省「学校基本調査」）より算出 
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ウ 幼稚園数 

○ 東京都の幼稚園数は、除々に減少しています。 

 

図表 50 幼稚園数（東京都） 

 
資料：東京都総務局「学校基本調査報告」 

注 ：幼稚園数は、休園している園も含む。 
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エ 預かり保育 

○ 預かり保育とは、教育課程に係る教育時間の終了後に希望する者を対象に行う教

育活動のことです。東京都においては、公立で約７割、私立で約９割の幼稚園が預

かり保育を実施しています。 

○ 長期休業期間中の預かり保育の実施状況を見てみると、令和３年の実施率は

77.9％であり、夏季、冬季及び春季休業日のいずれも実施している割合は 68.3％

となっています。 

図表 51 預かり保育実施状況 

 
資料：文部科学省調査「幼児教育に係る実態調査」 

 

図表 52 長期休業期間中の預かり保育実施状況 

 
資料：文部科学省調査「幼児教育に係る実態調査」 
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オ 幼稚園教諭免許状授与件数 

○ 東京都教育委員会が授与した幼稚園教諭免許状の件数は、除々に減少しています。 

図表 53 幼稚園教諭免許状授与状況（東京都教育委員会授与分） 

 
資料：文部科学省「教員免許状授与件数等調査」 

注 ：東京都教育庁の報告数 

 

カ 教員数 

○ 東京都の幼稚園の教員数（本務教員数）は、１万人強で推移しています。 

図表 54 教員数（東京都） 

 
資料：東京都総務局「学校基本調査報告」 

注 ：本務者のみを計上 
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（３）保育サービスの状況 

ア 保育ニーズの状況 

（保育サービスの利用状況） 

○ 都における令和４年４月の状況をみると、認可保育所の定員充足率は９割以上、

認証保育所の定員充足率は８割以上となっています。 

○ 保育サービスの利用児童数は、令和４年４月現在で 323,879 人、就学前児童人

口に対する比率（利用率）は、54.4％となっています。保育サービスの利用率は、

年々増加しています。 

図表 55 認可保育所と認証保育所の利用状況（令和４年４月） 

 

 認可保育所 認証保育所 

定員 319,510 人 15,529 人 

利用児童数 289,076 人 12,649 人 

定員充足率 90.5％ 81.5％ 
 

資料：東京都福祉保健局 

 

図表 56 保育サービス利用児童数等（東京都） 

 
資料：東京都福祉保健局 
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（増加する保育ニーズへの対応） 

○ 保育を必要としているにもかかわらず、保育サービスを利用できない児童を、待

機児童といいます。都内の待機児童数は、平成 20 年度に増加に転じ、その後、   

７千人から８千人台で推移してきました。待機児童の約９割は、０～２歳児が占め

ています。 

○ 都は、平成 27 年３月の第１期計画の策定に際し、区市町村や保育事業者の負担

を軽減する都独自の支援を行うとともに、多様な設置主体の参入を促すため、株式

会社や NPO 法人などが行う施設整備に対する独自補助を実施し、保育サービスの

拡充を進めてきました。 

○ また、平成 28 年９月に、「待機児童解消に向けた緊急対策」を取りまとめ、平成

28 年 12 月に策定した「2020 年に向けた実行プラン」において、平成 28 年４

月１日から平成 31 年度末までの４年間で保育サービス利用児童数を７万人増やす

ことを目標としました。 

○ さらに、平成 29 年９月には、「待機児童解消に向けた追加対策」を取りまとめ、

平成 30 年１月の「「３つのシティ」の実現に向けた政策の強化」において、平成 29

年４月１日から平成 31 年度末までの３年間で保育サービス利用児童数を６万人増

やすことを目標とし、平成 26 年から平成 31 年の 5 年間で、待機児童数は、8,672

人から 3,690 人と、約 5,000 人減少しました。 

○ 令和２年３月に策定した本計画においては、平成３１年４月１日から令和４年度

末までの３年間で保育サービス利用児童数を４万２０００人増やすことを新たな目

標とし、更なる保育サービスの拡充を進めてきました。 

○ こうした取組の結果、待機児童数は、3,690 人から９割以上減少し、300 人と

なり、保育サービス利用率は、48.2%から 54.4%と上昇しました。 

○ 保育ニーズに的確に対応していくためには、顕在化しているニーズだけでなく、

今後の動向（潜在的ニーズ）を踏まえるとともに、地域における保育ニーズの変化

にもきめ細かく対応していく必要があります。 
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図表 57 都内の待機児童数（各年４月１日現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

資料：東京都福祉保健局 
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イ 多様な保育サービス 

○ 都は、これまでも、保育の実施主体である区市町村による、認可保育所、認証保

育所、認定こども園、家庭的保育など、地域の実情に応じた多様な保育サービスの

整備を支援してきました。 

○ また、ライフスタイルや就労形態の多様化、特に配慮を要する子供が増加する中、

実施主体である区市町村が、延長保育や夜間保育、病児保育、医療的ケア児対応な

ど、ニーズに応じたきめ細かい保育の提供が行えるよう、支援していく必要があり

ます。 

 

図表 58 保育サービス種別ごとの利用児童数 各年４月１日現在  
 認可 

保育所 
認証 

保育所 
認定 

こども園 
家庭的 

保育事業 
小規模 

保育事業 
事業所内保

育事業 
居宅訪問型
保育事業 

定期利用保
育事業 

企業主導型
保育 

区市町村単
独施策 

合計 

平成30年度 254,484人 17,890人 5,822人 1,669人 7,338人 684人 126人 1,285人 348人 4,121人 293,767人 

31年度 269,627人 16,218人 6,269人 1,640人 7,619人 752人 160人 1,201人 727人 4,963人 309,176人 

令和2年度 283,014人 14,734人 6,804人 1,496人 7,545人 736人 186人 1,077人 772人 4,194人 320,558人 

3年度 287,937人 13,645人 7,758人 1,279人 7,213人 667人 164人 771人 745人 4,308人 324,487人 

4年度 289,076人 12,649人 8,348人 1,216人 6,759人 656人 134人 621人 726人 3,694人 323,879人 

 
資料：東京都福祉保健局 

 

図表 59 多様な保育サービスの実施状況 各年度補助事業実績 

 

 保育所数 
延長保育実施保育所数 休日保育実施 

保育所数 （夜間保育を含む。） うち２時間以上延長 

平成28年度 2,342施設 2,140施設 757施設 67施設 

29年度 2,558施設 2,314施設 857施設 52施設 

30年度 2,811施設 2,673施設 1,093施設 53施設 

31年度 3,066施設 2,905施設 1,249施設 53施設 

令和2年度 3,325施設 3,095施設 1,394施設 68施設 
 

 一時預かり 
利用児童数 

定期利用 
保育利用 
児童数 

障害児保育 病児・病後児 

保育所数 児童数 実施区市 施設数 

平成28年度 1,371,284人 165,757人 1,651施設 4,902人 48か所 134施設 

29年度 2,189,740人 190,940人 1,772施設 5,215人 48か所 144施設 

30年度 2,441,434人 205,207人 1,969施設 5,597人 48か所 149施設 

31年度 2,700,714人 185,622人 2,046施設 5,866人 48か所 159施設 

令和2年度 2,253,704人 156,561人 2,183施設 6,457人 48か所 161施設 
 

資料：東京都福祉保健局 
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ウ 保育士 

○ 保育サービスの拡充を進める上で、保育人材の確保は極めて重要です。 

○ ここ数年の新規の保育士登録者数は、６千人台から８千人台で推移しています。

登録簿記載者数は増加していますが、資格を有していても保育以外の分野に就業し

ている方や退職して働いていない方も多く、こうした潜在保育士の活用も課題とな

っています。 

○ 平成 30 年度に実施した東京都保育士実態調査結果によると、現在保育に従事し

ている保育士のうち８割近くの方が「今後も保育士として働き続けたい。」としてい

ます。約２割が退職の意向をもっていますが、退職意向の理由は、「給料が安い」、

「仕事量が多い」、「労働時間が長い」など、勤務条件に関わるものが高い割合を示

しています。 

 

図表 60 保育士登録数 

 

 新規登録者数 登録簿記載者数 

平成29年度 8,442人 133,536人 

30年度 8,033人 141,569人 

令和元年度 8,195人 149,764人 

2年度 6,523人 156,287人 

3年度 7,139人 163,426人 

 
資料：東京都福祉保健局 
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図表 61 現任保育士の就業継続に関する意識（平成 30年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都保育士実態調査」 

 

図表 62 退職を考えている現任保育士の退職意向理由（平成 30年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都保育士実態調査」 
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エ 質の確保及び向上 

○ 保育サービスは、児童に対する保育の実施にとどまらず、保護者に対する支援や、

良質な保育環境によって、子供のより良い育ちに資するものでなくてはなりません。 

○ そのためは、多様な保育サービスの充実と合わせて、保育の質の確保・向上を図

る必要があります。 

○ 保育人材の資質向上のための研修の受講促進、区市町村との連携による適切な指

導監督、第三者評価の受審の促進のほか、事故防止の徹底や事故が発生した場合の

再発防止の取組が重要です。  
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（４）認定こども園の状況 

○ 東京都の認定こども園の認可・認定件数は 167 施設（令和４年４月１日現在）

となっており、このうち幼稚園型が 61 施設、保育所型が 53 施設となっています。 

○ また、定員（令和４年４月１日現在）は、都全体で 31,536 人、そのうち保育を

必要とする子の定員が 15,075 人、それ以外の子の定員が 16,461 人となってい

ます。 

図表 63 認定こども園の認可・認定件数の推移（各年４月１日現在）（東京都） 

 認可・認定件数 幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型 

平成 20 年 19 件 4 件 9 件 3 件 3 件 

25 年 91 件 14 件 46 件 21 件 10 件 

26 年 103 件 16 件 51 件 26 件 10 件 

27 年 93 件 17 件 34 件 34 件 8 件 

28 年 109 件 21 件 40 件 40 件 8 件 

29 年 120 件 27 件 42 件 43 件 8 件 

30 年 129 件 30 件 46 件 46 件 7 件 

31 年 145 件 32 件 55 件 51 件 7 件 

令和 2 年 155 件 34 件 60 件 53 件 8 件 

3 年 162 件 40 件 61 件 53 件 8 件 

４年 167 件 45 件 61 件 53 件 8 件 

資料：東京都福祉保健局 （注：幼保連携型認定こども園は、平成２７年度から認可施設に制度変更） 

 

図表 64 認定こども園の認定件数（令和３年４月１日現在） 

 

 

認可・認定

件数 
公立 私立 幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型 

東京都 162 件 30 件 132 件 40 件 61 件 53 件 8 件 

全国 8585 件 1325 件 7260 件 6093 件 1246 件 1164 件 82 件 

資料：内閣府「認定こども園に関する状況について（令和３年４月１日現在）」 

（注：幼保連携型認定こども園は、平成２７年度から認可施設に制度変更） 

図表 65 認定こども園の定員（東京都）（令和４年４月１日現在） 

 0 歳 1 歳 2 歳 満 3 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 

全体 970 人 1,818 人 2,127 人 798 人 8,030 人 8,850 人 8,943 人 31,536 人 

保育を必要とする子 970 人 1,818 人 2,127 人 0 人 3,316 人 3,403 人 3,441 人 15,075 人 

上記以外の子 0 人 0 人 0 人 798 人 4,714 人 5,447 人 5,502 人 16,461 人 

資料：東京都福祉保健局 
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（５）学齢期の子供たちの状況 

○ 令和４年度の全国学力・学習状況調査の結果によると、東京都の小・中学生の平

均正答率は、全ての教科において全国平均正答率を上回っています。しかし、全国

平均正答率を上回っていない設問もあるため、今後とも、「確かな学力※１」の定着と

伸長に取り組む必要があります。 

※１ 確かな学力…… 知識や技能に加えて、学ぶ意欲や自分で課題を見付け、自ら学び、主体

的に判断し、行動し、よりよく問題解決する資質や能力等まで含めたもの 

   
図表 66 令和４年度の全国学力・学習状況調査の結果（平均正答率） 

小学校                 中学校 

 東京都(全国)   東京都(全国) 

国語 ６９％(65.6％)  国語 ７０％(69.0％) 

算数 ６７％(63.2％)  数学 ５４％(51.4％) 

 

図表 67 全国学力・学習状況調査の結果（全国平均正答率を上回っている設問の割合） 

 

 
 

資料：文部科学省「全国学力・学習状況調査結果」 

注 ：全ての教科の正答数を合計して割合を算出 

注 ：実施教科は、国語、算数・数学、理科(令和元年度)、 

国語、算数・数学、英語(３年度）（英語は中学校のみ。「話すこと」調査の結果は除く） 

国語、算数・数学、理科(４年度) 
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○ 国や都の学力調査の結果によると、特に算数のような積み上げ型の教科において

は、習熟の進んでいる層から遅れがちな層までの幅広く分布しているため、個に応

じた指導の充実が不可欠です。 

図表 68 小学校第５学年 「小学校算数」 正答数分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都教育庁「平成 31年度児童・生徒の学力向上を図るための調査」 

 

○ 令和４年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果によると、東京都の児

童・生徒の体力は、特に中学生で、全国の中で順位が低い状況にあります。次代の

東京を担う健やかな児童・生徒の育成のため、実効性のある更なる総合的な体力向

上施策が必要です。 

図表 69 全国体力・運動能力、運動習慣等調査における東京都の順位 

 
 

  平成 22 27 28 29 30 令和元 3 4 年 

小５男 53.54 53.90 54.19 54.34 54.28 53.81 52.85 52.59 

小５女 54.07 55.25 55.80 56.03 56.00 55.66 54.71 54.40 

中２男 38.66 39.88 40.67 40.92 41.02 40.54 39.76 40.08 

中２女 45.78 47.40 48.32 49.01 49.54 49.40 47.38 46.62 
 

資料：スポーツ庁「全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」  
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○ 令和３年度の調査によると、都内公立小学校、中学校、高等学校、特別支援学校

におけるいじめの認知件数の合計は、前年度と比べ 17,297 件の増加となる

59,835 件であり、小学校、中学校、特別支援学校において増加し、高等学校では

減少しています。各学校においては、「東京都いじめ対策推進基本方針」や「東京都

教育委員会いじめ総合対策」を踏まえ、いじめの未然防止、早期発見、早期対応、

重大事態への対処の各段階に応じた具体的な取組を推進していく必要があります。 

 

図表 70 いじめ認知件数の推移（東京都） 

 
資料： 「『令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査』について」 
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○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、学校の授業がわからないと感じること

が増えたと答える子供が２割強となり、所得の中央値の半分を下回る家庭（貧困家

庭）では３割強と高くなっています。 

 

図表 71 学校の授業がわからないと感じることの変化（全国） 

 
資料：内閣府 子供の生活状況調査（令和 3年） 

中学生への質問：あなたの現在の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大により学校が休校になる前（2020 

年２月以前）と比べて、どのように変わったと思いますか。 

 

○ 子供たちのこころの状況としては、コロナ禍で、イライラや不安を感じたり、気

分が沈むと感じる子供は３割弱となっています。家庭の収入の状況による差異は見

られません。 

図表 72 イライラや不安を感じたり、気分が沈むことの変化（全国） 

 
資料：内閣府 子供の生活状況調査（令和 3年） 

中学生への質問：あなたの現在の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大により学校が休校になる前（2020 

年２月以前）と比べて、どのように変わったと思いますか。 
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（６）地域の子供・子育て支援サービスの状況 

○ 地域の子供・子育て支援サービスの実施主体である区市町村は、子育て家庭に対

して、地域の実情に応じ、様々な事業を組み合わせながら子育てサービスを提供し

ていますが、コミュニティの希薄化や、それに伴う子育ての孤立化、共働き世帯の

増加、多様化するニーズなどの課題に対応するため、一人ひとりの状況に応じたよ

りきめ細かな対応が求められています。 

○ 東京都は、第一子出産時の母の平均年齢が全国で最も高く、晩産化が進行してい

ます。（図表８参照） 

○ 若い世代における妊娠適齢期等に関する理解は十分ではなく、高齢になってから

不妊症で悩む方が多くいます。 

○ このため、若い世代へ妊娠・出産やライフプランに関する普及啓発や検査・治療

への支援が必要です。 

○ 令和４年４月から特定不妊治療が保険適用されましたが、保険適用された体外受

精及び顕微授精と併せて自費で実施した先進医療については、全額自己負担となり、

経済的負担がかかることから、治療に要する費用の一部を助成することにより、子

供を産み育てたいと願う夫婦を支援していく必要があります。 

○ 一方で、妊娠はするものの、２回以上の流産等により結果的に子供を持てないと

される、いわゆる不育症に悩む方へ、安心して出産に臨めるよう支援することも求

められています。 

○ 地域のつながりの希薄化等により、妊娠・出産・子育てに関して、誰にも相談で

きず、また、正しい情報が得られず、不安を抱える妊婦や保護者が多くなっていま

す。 

○ 都は区市町村に対して、妊娠期から切れ目のない支援を行う、東京都出産・子育

て応援事業・とうきょうママパパ応援事業や、乳幼児を持つ保護者が安心して外出

を楽しめるよう授乳やおむつ替えができる赤ちゃん・ふらっとの整備など、都独自

の支援を実施します。 

○ 同時に二人以上の妊娠・出産・育児が必要な多胎児の家庭や、既に小さい子供が

いる多子世帯は身体的・精神的負担が大きく、育児支援の必要性が高まっています。 

○ 妊産婦をはじめ、子供や子育て家庭が、教育・保育施設や地域の子育て支援事業

等を円滑に利用できるよう、身近な場所で情報提供や相談を行う利用者支援事業は、

令和３年度末時点で、都内 54 区市町村で実施されています。 

○ 子供と家庭に関する第一義的な相談窓口であり、地域のネットワークの中心的な

役割でもある子供家庭支援センターは、令和４年度現在、ほぼ全ての区市町村で設
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置されています。また、虐待対策コーディネーターや主任虐待対策ワーカーを配置

するなど、虐待対応力の強化も進めています。 

 

○ 子供家庭支援センターの相談対応件数は年々増加しており、令和３年度は

76,525 件となっています。 

図表 73 子供家庭支援センター相談対応件数 

 
資料：東京都福祉保健局「区市町村児童家庭相談統計」 

 

○ 地域の子育てサービスを紹介したり、支援が必要な家庭を早期に把握し、必要な

子育てサービス等につなげるための取組は重要です。そのひとつである乳児家庭全

戸訪問事業の訪問率は都内全体でおおむね９割となっています。 

○ 在宅で子育てをしている親子に、地域の身近な場所でつどいの場を提供し、子育

てについての相談支援や情報提供、子育てサークルの支援等を行う子育てひろばは、

着実に整備が進んでおり、令和３年９月現在、都内に 1,032 か所設置されていま

す。近年は、地域支援や利用者支援事業の機能、子育て家庭の孤立化の防止や虐待

の未然防止の役割も担っています。 

○ 子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）や子育て援助活動

支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）、一時預かり事業など、緊急時等

に一時的に子供を預かるサービスのニーズが高まっています。多くの自治体が、子

供を預かる事業を行っていますが、区市町村により、同じ自治体内に実施施設がな

い、又は利用できる年齢や日数の上限が異なるなど、実施体制にばらつきがありま

す。 

○ 学童クラブ事業は、保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生に対して、放
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課後に安心して遊び、生活できる場所を確保する事業です。児童福祉法の改正に伴

い、各区市町村は学童クラブの設備及び運営の基準について、省令で定める基準を

踏まえて条例を制定し、各クラブはその条例に基づいて運営されています。 

○ 学童クラブの設置数、登録児童数はいずれも近年増加傾向にありますが、利用申

込みをしたが学童クラブに登録できなかった児童（待機児童）も発生しています。

学童クラブの利用希望や地域の実情を踏まえて、整備を進める必要があります。 

図表 74 学童クラブ登録児童数と待機児童数の推移（各年５月１日現在、令和２年のみ７月１日現在） 

 
資料：東京都福祉保健局 

 

図表 75 学童クラブ設置数（各年５月１日現在、令和２年のみ７月１日現在） 
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資料：東京都福祉保健局 

 

 

○ 放課後の子供たちの安全・安心の確保に対する保護者のニーズが非常に高いこと

から、移動時のリスクを回避するため、送迎支援や学校内での学童クラブの設置を

促進する必要があります。 

図表 76 学童クラブを利用するに当たって望むこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「平成 29年度東京都福祉保健基礎調査」 
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○ 放課後の子供たちの居場所としては、学童クラブのほか、教育部門が行う放課後

子供教室があります。放課後子供教室は、学校等を利用して放課後等の子供の居場

所を設け、学習や体験・交流活動を行う事業で、令和２年度には 55 区市町村 1,270

か所で実施しており、増加傾向にあります。 

図表 77 放課後子供教室の推移 

 
 平成 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 令和元年度 2 年度 

教室数（か所） 

（都立特別支援学校含む。） 
1,158 1,200 1,240 1,260 1,272 1,270 

区市町村数 55 区市町村 55 区市町村 55 区市町村 55 区市町村 55 区市町村 55 区市町村 

 
資料：東京都教育庁 

 

○ 国は、平成 30 年 9 月に「新・放課後子ども総合プラン」を策定しました。この

中で、学童クラブと放課後子供教室を一体的に又は連携して実施することを推進し

ていますが、まだ十分な取組が行われていない区市町村もあります。 
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（７）特に支援を必要とする子供と家庭の状況 

ア 子供の貧困 

○ 生活保護世帯に属する子供や児童養護施設の子供の大学等への進学率は、全世帯

（都内）の進学率よりも低くなっています。 

図表 78 大学等への進学率 

 
資料：厚生労働省社会・援護局保護課調べ。全世帯は、文部科学省「学校基本調査」 

 

○ 家庭の課題の早期発見にもつながる妊娠届出者に対する面接を行った割合は、大

幅に上昇しています。 

図表 79 妊娠届出者に対する面接を行った割合  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：母子保健事業報告年報（東京都福祉保健局）より 

41.0% 42.1%

40.7%

43.1% 42.0% 43.0%
45.6%

36.4% 41.4%

44.3%

39.3%
40.1%

48.7% 48.9%

63.6% 63.3% 62.2% 62.5%
64.3%

66.2%
68.8%

30%

35%

40%

45%

50%

55%

60%

65%

70%

75%

平成27 28 29 30 令和元 2 3年度

生活保護世帯に
属する子供

児童養護施設の
子供

全世帯（都内）

26.5%

60.4%

76.2%
83.5%

88.4%
96.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成27 28 29 30 令和元 2年度

86



 

イ ヤングケアラー 

○ 厚生労働省の調査では、家族の中に世話をしている人がいる子供の割合は、中学

２年生で 5.7％、高校２年生で 4.1％となっています。また、家族の中に世話をして

いる人がいる子供のうち、相談したことがない割合が６割強となっており、ヤング

ケアラーが悩みなどを相談しやすい環境の整備などが必要です。 

 

図表 80 家族の中に世話をしている人がいる子供の割合（全国）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：厚生労働省 ヤングケアラ―の実態に関する調査（令和 3年） 

 

図表 81 家族の中に世話をしている人がいる子供のうち、相談したことがない割合（全国）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省 ヤングケアラーの実態に関する調査（令和 3年） 
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ウ 児童虐待 

○ 児童虐待相談の件数は、増加傾向にあります。体制の強化や人材育成など児童虐

待への対応力向上とともに、未然防止と早期発見の取組が求められています。また、

保護者対応や子供の安全確保など、様々な場面で、子供家庭支援センター、保健所・

保健センター、学校、幼稚園、保育所、医療機関、警察、児童相談所等の地域の関

係機関が連携し、要保護児童対策地域協議会の機能を活用するなどして、一貫して

取り組むことが重要です。 

 

図表 82 児童虐待相談の対応件数 

 
資料：東京都福祉保健局 
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図表 83 児童虐待を防ぐ社会的な働きかけの中で大切なこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 

○ 児童虐待相談件数の増加に伴い、一時的な保護が必要な児童の数も増加していま

す。このため、一時保護所の定員数を拡充するとともに一時保護委託を積極的に活

用します。入所する児童の権利が尊重され安心した生活ができるよう、児童の年齢

に応じた個別対応環境の整備を進めることも必要です。また、一時保護や施設入所

等により家族分離した児童が、家庭復帰をする際には、虐待の再発を防止し、親子

で安定的な生活を継続させるための支援も必要です。 

図表 84 一時保護所 新規入所状況 

 
資料：東京都福祉保健局 
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エ 社会的養護 

○ 東京都における社会的養護を必要とする子供は、現在約４千人おり、その子供た

ちの多くは、児童養護施設、乳児院、養育家庭などで暮らしています。 

○ 児童虐待等の相談件数の増加に伴い、一時保護所に入所する児童や、その後児童

養護施設や乳児院に入所する児童も増加してきました。 

○ 児童養護施設の入所率は、非常に高い割合で推移しています。一方、乳児院は、

近年、割合が低下しています。 

 

図表 85 社会的養護のもとで育つ児童数の推移（各年度３月１日現在）（東京都） 

 
資料：東京都福祉保健局 

（児童養護施設及び乳児院は各年度３月１日現在、養育家庭等及びファミリーホームは各年度末現在。令

和２年度以降、特別区児童相談所による措置分を含む） 

 

図表 86 児童養護施設・乳児院の入所状況の推移 

 
資料：東京都福祉保健局 
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図表 87 社会的養護のうち養育家庭・ファミリーホーム・グループホームで 

育つ児童の割合（各年度３月１日現在）（東京都） 

 
資料：東京都福祉保健局 

（児童養護施設及び乳児院は各年度３月１日現在、養育家庭等及びファミリーホームは各年度末現在。令

和２年度以降、特別区児童相談所による措置分を含む） 

 

○ 施設等に入所している子供は、虐待等を原因として心に深い傷を受け情緒的な課

題などを抱えていることも多いことから、個別的なケアや専門的なケアが求められ

ています。 

 

図表 88 児童養護施設入所児童の状況（令和２年６月） 

 
資料：東京都福祉保健局  
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○ 社会的養護のもとにある子供は、経済的な問題や、それまでの養育環境により学

習習慣が身についていないなどによる学力不足などから、自らが希望する進路に進

めない場合があります。 

図表 89 令和４年３月卒業児童の進路状況（東京都） 

 
 大学等 専修学校等 就職 

児童養護施設入所者 26.5% 17.5% 37.0% 

全高卒者 71.5% 16.1% 5.2% 

 
資料：児童養護施設現況調査及び学校基本調査 

 

○ また、児童養護施設退所者（ケアリーバー）は、退所後も親族等によるサポート

が得にくく、就労した子供の約 50%が、１年以内に離職をしているなど、安定した

生活を持続することが困難な実態があり、支援が必要です。 

 
  

92



 

オ ひとり親世帯 

○ 都内の三世代同居等も含むひとり親世帯は、母子世帯約 112,300 世帯、父子世

帯約 23,100 世帯と推計されます。 

○ 平成 29 年に東京都が行った調査によると、ひとり親世帯になった理由は、「離

婚」73.5%、「死別」9.4%、「未婚・非婚」8.8%となっています。 

○ ひとり親家庭の親の就労状況をみると、平成 24 年度に比べ平成 29 年度は、父

母ともに正規の職員・従業員の割合が増えています。 

 

図表 90 就業上の地位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 
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○ 平成 29 年度の収入をみると、母子世帯では年収 200 万円未満が 35.9%となっ

ており、平成 24 年度よりも割合がやや減少しています。父子世帯では、200 万円

未満は 14.3%で、平成 24 年度よりも割合がやや増加しています。 

 

図表 91 世帯の年間収入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 
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○ ひとり親世帯で現在困っていることは、母子世帯では「家計について」64.5%、

「子供の教育・進路・就職について」48.7%、父子世帯では「子供の世話について」

「子供の教育・進路・就職について」39.5%、「仕事について」「家事について」18.4％

となっています。 

図表 92 ひとり親世帯になって現在困っていること〔複数回答〕―母の従業上の地位別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 

 

図表 93 ひとり親世帯になって現在困っていること〔複数回答〕―父親の従業上の地位別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 
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○ 相談相手がいる割合は、両親世帯、母子世帯は 90.9％、父子世帯では 72.7%と

なっています。 

 

図表 94 相談相手の有無－世帯類型（母子・父子世帯）別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都福祉保健局「東京都福祉保健基礎調査」（平成 29年度） 

 

オ 障害のある子供 

○ 東京都内には、令和４年３月末現在、身体障害者手帳を持つ 18 歳未満の子供が

約 2.4 万人、知的障害の「愛の手帳」を持つ 18 歳未満の子供が約 1.4 万人いま

す。 

図表 95 障害者の手帳所持者数（総数及び 18歳未満）（東京都：令和４年３月末現在） 

 

  総数 18 歳未満 構成比 

身体障害者手帳交付数 487,827 24,066 4.9％ 

愛の手帳交付数 98,035 14,116 14.4％ 

精神障害者保健福祉手帳所持者数 141,000 － － 

 
資料：東京都福祉保健局 年報（福祉・衛生行政統計） 

注 ：精神障害者保健福祉手帳所持者数については、18歳以上、18歳未満の統計はなく、総数のみである。 

 
  

90.7 

90.9 

90.9 

72.7 

2.6 

2.4 

3.3 

10.9 

6.0 

6.1 

3.7 

16.4 

0.7 

0.6 

2.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数（6,730人）

両親世帯（6,193人）

母子世帯（482人）

父子世帯（55人）

いる いないので欲しい 必要ない 無回答

96



 

○ また、全国調査によると、「知的発達に遅れはないものの学習面又は行動面で著し

い困難を示す」と通常の学級の担任等が回答した児童・生徒の割合は、6.5％となっ

ています。 

図表 96 学習面や行動面で著しい困難を示す児童・生徒（全国） 

 
 推定値（95％信頼区間） 

学習面又は行動面で著しい困難を示す 6.5％（6.2％〜6.8％） 

学習面で著しい困難を示す 4.5％（4.2％〜4.7％） 

行動面で著しい困難を示す 3.6％（3.4％〜3.9％） 

学習面と行動面ともに著しい困難を示す 1.6％（1.5％〜1.7％） 
 

資料：文部科学省「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関

する調査」（平成 24年） 

注 ：調査対象は、全国（岩手、宮城、福島の３県を除く）の公立の小・中学校の通常の学級に在籍する児童生

徒を母集団とした。標本児童生徒数 53,882 人（小学校：35,982 人、中学校：17,990 人） 

注 ：「学習面で著しい困難を示す」とは、「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」の１つある

いは複数で著しい困難を示す場合を指し、一方、「行動面で著しい困難を示す」とは、「不注意」、「多動性－

衝動性」、あるいは「対人関係やこだわり等」について１つか複数で問題を著しく示す場合を指す。 

 
 

○ 特別支援学校高等部の生徒の卒業後の企業就労者数及び就労率については、令和

３年度は卒業した 1,699 人のうち、703 人（41.4％）が企業就労しています。 

 

図表 97 特別支援学校高等部の就労実績 

 
 平成 27 年 28 年 29 年 30 年 令和元年 ２年 3 年 

卒業生総数（人） 1,806 1,884 1,864 1,926 1,897 1,883 1,699 

企業就労者（人） 744 754 817 854 843 809 703 

就労率 41.2% 40.0% 43.8% 44.3% 44.4％ 43.0％ 41.4％ 

 
資料：公立学校統計調査報告書「進路状況調査編」 
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カ 外国人の子供 

○ 外国人の年少人口の推移をみると、令和２年まで増加した後、令和４年で 46,620

人とやや減少しています。 

 

図表 98 外国人の年少人口の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」（各年１月１日現在） 

 
 

14,580 15,733 17,381 18,072 18,517 18,902 17,763 16,596 

11,272 12,181 
13,321 14,632 15,806 17,388 16,901 16,830 

9,417 
9,655 

10,247 
11,059 

12,117 
12,913 13,000 13,194 35,269 

37,569 
40,949 

43,763 
46,440 

49,203 47,664 46,620 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年
0〜4歳 5〜9歳 10〜14歳

（人）

98


